
佐
藤
直
方
の
理
気
論
－
朱
・
陸
の
太
極
論
争
と
の
関
連
に
お
い
て
1

嚴

易
　
　
一
一

金
　
　
｛

　
朱
子
の
理
気
体
系
は
周
溝
渓
の
太
極
論
を
自
分
の
思
想
の
根
幹
と
し
て

取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
と
い
っ
て
埋
言
で
は
な
い
。
直

方
の
理
気
論
も
こ
の
太
極
説
－
周
溝
渓
の
「
太
極
図
」
　
「
太
極
図
説
」
及

び
朱
子
の
「
太
極
図
解
義
」
　
「
太
極
図
説
解
」
を
含
め
て
1
を
軸
に
し
て

成
り
立
っ
て
い
る
。
そ
し
て
ま
た
、
こ
れ
に
関
す
る
直
方
の
講
義
・
筆
記

録
ω
を
み
る
際
、
そ
ご
に
は
「
無
極
而
太
極
」
と
「
易
有
太
極
」
の
部
分

が
圧
倒
的
に
多
い
こ
と
に
気
が
付
く
。
そ
れ
は
一
見
、
「
太
極
図
説
」
自

体
の
比
重
か
ら
し
て
当
然
の
こ
と
だ
と
す
れ
ば
そ
れ
ま
で
で
あ
る
が
、
直

方
は
特
に
こ
の
両
語
句
の
関
係
に
比
重
を
置
い
て
集
中
的
に
論
じ
て
い
た

な
ら
ば
、
こ
れ
は
直
方
の
太
極
説
の
受
容
の
仕
方
に
か
か
わ
る
も
の
と
受

け
止
め
ら
れ
よ
う
。
こ
こ
で
は
「
無
極
而
太
極
」
と
「
易
有
太
極
」
に
対

す
る
直
方
の
関
心
度
か
ら
、
そ
れ
を
「
太
極
図
」
に
移
し
て
み
る
こ
と

で
、
直
方
理
気
論
の
基
本
構
図
を
う
か
が
う
こ
と
に
す
る
。

　
さ
て
、
「
無
極
而
太
極
」
の
句
は
、
　
『
易
』
繋
辞
上
伝
の
「
易
有
太
極
、

是
生
両
義
」
に
淵
源
を
持
ち
、
朱
子
と
陸
象
山
と
の
論
争
の
一
つ
の
き
っ

か
け
と
な
る
、
思
想
史
的
に
少
な
か
ら
ぬ
意
義
を
持
つ
概
念
で
あ
る
の
は

周
知
の
通
り
で
あ
る
。
朱
子
と
陸
象
山
の
論
争
は
「
無
極
」
の
必
要
・
不

要
を
め
ぐ
っ
て
の
こ
と
で
、
直
方
も
「
無
極
而
太
極
ノ
而
ノ
字
ア
ル
デ
、

ワ
ル
イ
老
子
ノ
意
ノ
様
ナ
ド
陸
子
云
。
ア
レ
ガ
知
ヌ
故
ナ
リ
。
而
ノ
字
ハ

次
第
ツ
ク
様
ナ
コ
ト
デ
、
ハ
ナ
シ
カ
ル
イ
コ
ト
ゾ
」
（
「
太
極
図
講
義
」
、

『
直
方
全
集
』
一
－
四
二
八
頁
。
以
下
『
直
方
全
集
』
か
ら
の
引
用
は
巻

と
頁
数
の
み
を
記
す
）
」
と
い
う
よ
う
な
癸
言
で
こ
の
論
争
に
参
加
し
、

陸
象
山
を
非
難
し
て
朱
子
の
側
に
立
っ
て
い
る
。
　
。
　
　
1

　
直
方
に
お
い
て
は
、
無
極
と
太
極
は
、
　
「
太
極
ト
云
モ
ノ
ハ
無
極
ナ

ゾ
、
…
…
無
極
ナ
ニ
ヨ
ツ
テ
太
極
ゾ
」
（
「
太
極
図
等
講
義
」
、
一
－
四
二

三
頁
）
と
い
う
語
が
示
す
よ
う
に
、
同
一
物
の
異
称
、
逆
説
的
同
一
性
を

表
す
関
係
で
把
握
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
　
「
太
極
ト
云
モ
ノ
マ
ヅ
何
ン
ニ
モ

ナ
イ
モ
ノ
」
、
「
太
極
ノ
コ
ト
何
モ
ナ
イ
ト
ヲ
ボ
ヘ
テ
、
サ
テ
太
極
ガ
ナ
ケ

レ
バ
ナ
ラ
ヌ
」
（
以
上
「
太
極
講
義
」
、
一
－
四
六
二
頁
）
と
い
う
語
と
合

わ
せ
て
み
れ
ば
、
朱
子
の
「
無
形
有
理
」
②
の
論
に
ほ
か
な
ら
な
く
、
そ
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う
す
れ
ば
直
方
の
陸
象
山
批
判
は
不
動
の
も
の
と
な
り
か
ね
な
い
。

　
と
こ
ろ
が
、
直
方
の
陸
象
山
批
判
は
、
「
無
極
而
太
極
」
を
否
定
す
る
陸

象
山
の
論
理
に
自
ら
入
り
込
ん
で
そ
の
結
論
に
よ
る
批
判
で
あ
る
よ
り

は
、
た
だ
朱
子
の
主
張
に
何
の
異
議
を
立
て
ず
、
す
ん
な
り
従
っ
て
出
た

も
の
と
い
う
印
象
が
隠
せ
な
い
。
陸
象
山
と
直
方
は
永
遠
の
平
行
の
ま
ま

で
、
直
方
の
陸
象
山
批
判
は
再
検
討
の
余
地
は
な
い
の
で
あ
ろ
テ
か
㈹
。

直
方
の
理
気
論
の
検
討
を
通
し
て
、
そ
の
な
り
ゆ
き
の
帰
着
点
で
直
方
な

り
の
朱
子
学
の
再
編
成
の
方
向
を
模
索
α
が
本
論
文
の
課
題
だ
と
す
る
な

ら
ば
、
朱
子
と
陸
象
山
の
太
極
論
争
の
中
で
直
方
の
位
置
を
改
め
て
測
る

こ
と
も
、
そ
う
無
駄
な
作
業
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

二

朱
子
と
陸
象
山
の
太
極
論
争

　
「
太
極
図
」
か
ら
す
れ
ば
、
「
無
極
而
太
極
」
は
第
一
圏
の
白
円
、
「
易

有
太
極
」
は
第
二
圏
の
黒
白
円
に
あ
た
る
。
朱
子
と
陸
象
山
の
無
極
太
極

の
論
争
は
い
ろ
い
ろ
の
角
度
か
ら
論
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は

朱
・
陸
両
者
の
い
う
ポ
イ
ン
ト
を
「
太
極
図
」
に
移
し
て
み
て
み
る
。
そ

し
て
そ
の
区
別
か
ら
、
直
方
の
位
置
を
測
っ
て
ゆ
く
。

　
　
①
尊
兄
向
に
稜
山
に
与
ふ
る
書
に
云
ふ
、
一
a
）
無
極
を
言
は
ざ
れ

　
　
　
ば
、
則
ち
太
極
は
一
物
に
同
じ
く
し
て
、
万
化
の
根
本
と
為
る
に

　
　
　
足
ら
ず
、
太
極
を
言
は
ざ
れ
ば
、
則
ち
無
極
は
空
寂
に
冷
み
て
、

　
　
　
万
化
の
根
本
と
為
る
こ
と
能
は
ず
、
と
。
（
b
）
そ
れ
太
極
な
る

　
　
　
も
の
は
、
実
に
こ
の
理
有
り
。
聖
人
従
ひ
て
こ
れ
を
発
明
す
る
の

　
　
　
み
。
空
言
を
以
て
論
を
立
て
、
後
人
を
し
て
頬
舌
紙
筆
の
問
に
簸

　
　
　
弄
せ
し
む
る
に
非
ざ
る
な
り
。
そ
の
万
化
の
根
本
と
為
る
は
、
固

　
　
　
よ
り
自
づ
か
ら
素
定
せ
り
。

　
　
②
後
書
ま
た
謂
ふ
、
（
a
）
無
極
は
即
ち
こ
れ
無
形
、
太
極
は
即
ち
こ

　
　
　
れ
有
理
。
周
先
生
学
ぶ
者
の
太
極
を
錯
認
し
て
、
別
に
一
物
と
為

　
　
　
さ
ん
こ
と
を
恐
る
る
。
故
に
無
極
の
二
字
を
著
し
て
以
て
こ
れ
を

　
　
　
明
ら
か
に
す
、
と
。
（
b
）
易
の
大
伝
に
日
く
、
形
而
上
な
る
も
の

　
　
　
こ
れ
を
遺
と
謂
ふ
、
と
。
ま
た
日
く
、
一
陰
一
陽
こ
れ
を
道
と
謂

　
　
　
ふ
、
と
。
一
陰
一
陽
は
已
に
こ
れ
形
而
上
な
る
も
の
。
況
や
太
極

　
　
　
を
や
。
文
義
に
曉
か
な
る
者
は
み
な
こ
れ
を
知
る
。
大
伝
有
り
て

　
　
　
よ
り
、
今
に
至
る
ま
で
幾
年
ぞ
。
未
だ
太
極
を
錯
認
し
て
別
に
一

　
　
　
物
と
な
す
者
を
聞
か
ず
。
（
『
陸
象
山
全
集
』
一
五
頁
）

　
以
上
は
陸
象
山
の
朱
子
に
与
え
た
手
紙
の
一
部
で
あ
る
が
、
朱
子
の
論

点
を
引
用
し
て
反
論
す
る
形
態
を
採
っ
て
い
る
た
め
、
両
者
の
主
張
を
同

時
に
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
（
a
）
は
朱
子
、
（
b
）
は
陸
象
山
。
な
お
、

こ
こ
で
は
朱
子
の
「
無
形
有
理
」
を
比
較
の
中
心
に
据
え
置
こ
う
。
朱
子

が
「
無
極
而
太
極
」
を
肯
定
す
る
立
場
か
ら
「
無
形
有
理
」
を
説
い
た
な

ら
ば
、
陸
象
山
査
言
葉
こ
そ
違
う
が
、
そ
れ
を
否
定
す
る
立
場
か
ら
彼
な

り
「
無
形
有
理
」
を
唱
え
て
お
り
、
両
者
を
比
較
す
る
に
容
易
な
利
点
が

あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
万
化
の
根
本
と
し
て
の
太
極
を
一
物
的
な
も
の
と
把
握
し
て
い
な
い
点

に
お
い
て
は
、
両
者
は
一
致
す
る
。
無
極
の
必
要
を
主
張
す
る
朱
子
の
最

大
の
理
由
が
、
太
極
を
一
物
と
誤
認
す
る
点
に
あ
る
と
い
え
ば
、
②
－

（
b
）
の
「
未
だ
太
極
を
錯
認
し
て
別
に
一
物
と
な
す
者
を
聞
か
ず
」
と

い
う
陸
象
山
の
言
葉
は
、
彼
も
朱
子
の
ご
と
く
太
極
を
一
物
と
見
て
い
な

62



い
の
が
う
か
が
え
る
。
た
だ
、
普
通
、
一
物
は
気
に
よ
っ
て
表
象
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
か
か
る
気
の
概
念
は
物
的
な
陰
陽
だ
け
に
限
ら
れ
て
、
一
陰

一
陽
の
気
の
は
た
ら
き
・
作
用
の
意
味
は
そ
こ
に
含
ま
れ
て
な
い
の
か
、

と
い
う
問
題
が
残
る
の
で
あ
る
が
（
朱
子
の
陸
象
山
へ
の
不
満
も
こ
こ
に

あ
る
の
で
あ
る
が
、
三
に
お
い
て
考
察
す
る
）
、
こ
こ
で
は
一
物
1
1
陰
陽
と

素
直
に
捉
え
て
、
　
「
無
形
」
に
お
い
て
の
両
者
の
差
異
は
な
い
こ
と
に
と

ど
め
る
。

　
両
者
の
衝
突
の
接
点
は
太
極
の
存
在
様
態
、
つ
ま
り
「
有
理
」
を
め

ぐ
っ
て
の
と
こ
ろ
に
あ
る
。
朱
子
は
「
無
極
而
太
極
」
の
無
極
を
「
無

形
」
に
、
太
極
を
「
有
理
」
に
配
分
し
、
太
極
の
「
あ
る
」
を
い
う
の
で

あ
る
が
、
陸
象
山
も
「
太
極
な
る
も
の
は
、
実
に
こ
の
理
有
り
」
と
述

べ
、
同
様
の
考
え
を
表
し
て
い
る
。
し
か
し
、
陸
象
山
の
「
太
極
者
、
実

有
是
理
」
の
「
有
り
」
の
様
態
は
、
も
と
よ
り
自
ず
か
ら
定
め
ら
れ
た
も

の
、
一
陰
一
陽
、
婁
言
す
れ
ば
、
あ
る
い
は
陰
と
な
り
あ
る
い
は
陽
と

な
っ
て
無
窮
の
変
化
を
く
り
か
え
す
は
た
ら
き
ω
と
な
る
。
と
す
れ
ば
、

陸
象
山
の
理
の
「
有
り
」
は
「
存
在
」
よ
り
「
運
動
」
「
作
用
」
を
意
味
す

る
と
い
え
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
朱
子
の
「
太
極
即
是
有
理
」
の
「
有
り
」
は
、
①
－

（
a
一
か
ら
推
察
で
き
る
よ
う
に
、
万
化
の
根
本
と
な
る
、
あ
る
「
存

在
」
を
意
識
す
る
面
が
強
い
。

　
　
③
大
伝
の
太
極
は
何
ぞ
や
。
即
ち
両
儀
四
象
八
卦
の
理
、
三
者
の
先

　
　
　
に
具
は
り
て
、
三
者
の
内
に
組
ま
る
る
も
の
な
り
（
『
朱
文
公
文

　
　
　
集
』
上
、
五
七
一
頁
）

　
　
④
周
子
の
こ
れ
を
無
極
と
謂
ふ
所
以
は
、
正
に
そ
の
方
所
無
く
形
状

　
　
　
無
く
、
以
て
無
物
の
前
に
在
り
と
為
し
て
も
、
未
だ
嘗
て
有
物
の

　
　
　
後
に
立
た
ず
ん
ば
あ
ら
ず
、
以
て
陰
陽
の
外
に
在
り
と
為
し
て

　
　
　
も
、
未
だ
嘗
て
陰
陽
の
中
に
行
は
れ
ず
ん
ば
あ
ら
ず
、
以
て
全
体

　
　
　
を
貫
通
し
て
在
ら
ざ
る
に
無
し
と
せ
ば
、
則
ち
ま
た
初
め
よ
り
声

　
　
　
臭
影
響
の
言
べ
き
も
の
無
き
を
以
て
な
り
。
（
同
上
、
五
七
二
頁
）

　
　
⑤
所
謂
太
極
は
只
だ
二
気
五
行
の
理
に
し
て
、
別
に
物
有
り
て
太
極

　
　
　
を
為
す
に
非
ざ
る
な
り
。
一
『
朱
子
語
類
』
巻
九
四
－
八
条
）

　
朱
子
の
言
説
の
「
三
者
の
内
」
「
有
物
の
後
」
「
陰
陽
の
中
」
に
注
目

し
、
そ
れ
を
⑤
の
「
太
極
は
只
だ
二
気
五
行
の
理
」
に
照
ら
し
て
み
れ

ば
、
朱
子
と
陸
象
山
の
間
に
は
な
ん
の
葛
藤
も
生
じ
な
い
。
が
、
「
三
者
の

先
」
　
「
無
物
の
前
」
　
「
陰
陽
の
外
」
と
い
う
表
現
に
注
目
す
れ
ば
、
陸
象

山
が
気
の
運
動
そ
の
ま
ま
を
太
極
と
し
た
の
に
対
し
て
、
朱
子
の
太
極

は
、
陰
陽
の
気
を
越
え
て
、
あ
る
い
は
一
陰
一
陽
の
運
動
・
作
用
と
は
別

次
元
の
「
あ
る
も
の
」
の
想
定
を
新
た
に
要
求
す
る
と
い
え
る
。
こ
の

「
あ
る
も
の
」
に
つ
い
て
は
、
朱
子
が
常
々
一
物
的
な
性
格
を
否
定
す
る

こ
と
か
ら
、
形
而
上
的
理
体
と
も
呼
ば
れ
る
⑤
の
で
あ
る
が
、
以
上
の
朱

陸
論
争
は
「
太
極
図
」
か
ら
し
て
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

　
　
陸
象
山
：
太
極
（
理
一
は
作
用
を
意
味
し
、
陰
陽
を
越
え
な
い
。

　
　
　
　
　
従
っ
て
陸
象
山
の
主
張
は
第
二
圏
の
白
黒
円
が
言
い
尽
く

　
　
　
　
　
　
し
て
お
り
、
第
一
圏
の
白
円
は
要
ら
な
い
。
陸
象
山
の
理

　
　
　
　
　
　
は
超
越
的
よ
り
内
在
的
。
現
実
肯
定
。

　
　
朱
子
　
－
逆
説
的
・
弁
証
法
的
な
思
惟
に
よ
り
二
重
構
造
を
持
つ

　
　
　
　
　
　
が
、
陸
象
山
に
比
べ
て
、
太
極
の
存
在
が
強
調
さ
れ
、
そ

　
　
　
　
　
　
の
論
点
は
第
一
圏
に
よ
っ
て
成
り
立
つ
。
こ
の
隈
り
、
朱
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子
の
理
は
内
在
的
で
よ
り
超
越
的
。
現
実
よ
り
理
想
の
重
視
。

三
　
直
方
に
お
け
る

「
太
極
図
」
の
中
心

　
直
方
は
周
溝
渓
の
「
無
極
而
太
極
」
は
孔
子
の
「
易
有
太
極
」
に
基
づ

い
て
発
明
し
た
も
の
、
そ
し
て
朱
子
の
「
太
極
図
説
解
」
も
朱
子
独
自
の

解
釈
で
な
く
周
癖
渓
の
説
を
基
礎
と
し
た
も
の
、
と
い
う
考
え
に
一
点
の

疑
い
も
挟
ん
で
い
な
い
㈹
。
直
方
は
こ
の
両
句
の
関
係
を
次
の
よ
う
に
説

明
す
る
。

　
　
扱
又
此
孔
子
ノ
易
有
太
極
ト
云
語
ト
、
周
子
ノ
無
極
而
太
極
ト
同
コ

　
　
ト
デ
ハ
ア
リ
テ
、
違
タ
ナ
リ
。
ソ
ン
コ
ガ
発
明
ゾ
。
タ
ト
ヘ
バ
木
綿

　
　
ヲ
紬
ト
云
テ
ハ
根
カ
ラ
違
タ
コ
ト
ユ
ヘ
発
明
デ
ナ
シ
。
羽
二
重
ヲ
羽

　
　
二
重
ト
云
ハ
同
コ
ト
故
発
明
デ
ナ
シ
。
凡
違
フ
テ
サ
テ
根
ハ
一
ツ
コ

　
　
ト
ト
云
デ
ナ
ケ
レ
バ
発
明
テ
ナ
キ
ゾ
。
是
ガ
周
子
一
代
ノ
発
明
故

　
　
二
、
図
ニ
モ
太
極
図
ト
カ
キ
、
図
説
ニ
モ
一
番
二
無
極
而
太
極
ト
カ

　
　
キ
出
ス
ナ
リ
。
図
解
ノ
即
陰
陽
而
指
其
本
体
ト
云
ガ
孔
子
ノ
意
、
不

　
　
雑
⑦
乎
陰
陽
而
為
言
耳
ト
云
ガ
周
子
ノ
意
ゾ
。
（
「
太
極
図
等
講

　
　
義
」
、
一
－
四
二
一
二
頁
）

　
「
易
有
太
極
」
と
「
無
極
而
太
極
」
は
、
根
本
的
に
は
同
一
の
も
の
で

あ
る
が
、
違
う
言
葉
で
表
現
さ
れ
た
に
過
ぎ
ず
、
そ
れ
ゆ
え
発
明
だ
、
と

直
方
は
い
う
。
あ
え
て
朱
子
の
言
葉
を
借
り
て
区
分
す
れ
ば
、
前
者
は

「
即
陰
陽
而
指
其
本
体
」
に
、
後
者
は
「
不
雑
乎
陰
陽
而
為
言
耳
」
に
配

分
さ
れ
る
。
こ
の
「
太
極
図
解
」
の
引
用
句
は
「
無
極
而
太
極
」
の
説
明

中
に
見
え
る
も
の
で
、
そ
れ
が
朱
子
理
気
関
係
の
大
原
則
で
あ
る
合
・
離

観
、
不
離
・
不
雑
を
表
す
概
念
で
あ
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
こ
の
資

料
に
即
し
て
み
れ
ば
、
直
方
は
朱
子
の
い
う
不
離
一
不
雑
の
論
理
を
忠
実

に
か
つ
公
平
に
受
け
入
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
し
か
し
、
「
無
極
而
太

極
」
を
、
理
の
独
自
性
を
強
調
す
る
「
不
雑
乎
陰
陽
」
に
配
分
L
な
が
ら

も
、
理
と
気
の
共
存
す
る
現
実
世
界
を
指
す
「
易
有
太
極
」
と
根
本
に
お

い
て
同
一
だ
と
す
る
と
こ
ろ
に
は
、
直
方
の
関
心
は
離
観
一
不
雑
よ
り
も

合
観
・
不
離
の
論
理
に
傾
い
て
い
る
の
が
感
じ
ら
れ
る
。

　
　
孔
子
ノ
易
有
太
極
ノ
ト
ノ
玉
ヒ
シ
ハ
、
理
ハ
陰
陽
ヲ
交
ヘ
テ
説
レ
タ

　
　
リ
、
周
子
ノ
無
極
而
太
極
ト
云
ハ
陰
陽
ヲ
交
ヘ
ズ
ヒ
キ
ヌ
イ
テ
理
バ

　
　
カ
リ
云
レ
タ
リ
。
一
「
太
極
講
義
」
、
一
－
四
六
三
頁
）

　
　
太
極
ト
云
モ
ノ
ガ
陰
陽
ヲ
ハ
ナ
レ
別
ニ
ア
ル
モ
ノ
デ
ハ
ナ
キ
ゾ
。
ケ

　
　
レ
ド
モ
周
子
ノ
ハ
引
抜
キ
云
。
引
抜
ト
テ
モ
太
極
ト
云
モ
ノ
ガ
木
ヤ

　
　
竹
ヌ
ク
様
に
陰
陽
ト
ハ
ナ
レ
抜
ケ
テ
出
ル
デ
ハ
ナ
ケ
レ
ド
モ
、
陰
陽

　
　
ト
云
コ
ト
ヲ
云
ズ
、
太
極
ト
計
リ
云
ヲ
抜
ク
ト
云
。
　
（
「
太
極
図
等

　
　
講
義
」
、
一
－
四
≡
二
頁
）

　
「
無
極
而
太
極
」
と
「
易
有
太
極
」
を
朱
子
の
不
離
・
不
雑
の
説
に

よ
っ
て
区
別
す
る
の
は
相
変
わ
ら
ず
。
と
こ
ろ
が
、
　
「
無
極
而
太
極
」
を

解
釈
す
る
直
方
の
「
ヒ
キ
ヌ
イ
テ
」
「
引
抜
キ
」
に
注
目
し
、
こ
れ
は

「
ひ
っ
ぱ
っ
て
抜
く
」
「
す
っ
ぽ
り
と
抜
き
取
る
」
の
意
味
で
あ
れ
ば
、
直

方
は
「
無
極
而
太
極
」
の
背
後
に
あ
る
陰
陽
の
存
在
を
聞
断
な
く
意
識
し

て
い
る
の
が
逆
に
伝
わ
っ
て
く
る
。
朱
子
の
不
離
・
不
雑
の
説
に
導
か
れ

て
「
無
極
而
太
極
」
と
「
易
有
太
極
」
を
区
分
し
て
も
、
直
方
の
理
解
は

常
に
両
語
句
を
重
ね
て
同
一
視
し
て
い
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
直

方
の
次
の
言
説
は
こ
れ
を
よ
り
明
確
に
示
し
て
い
る
。
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周
子
ノ
語
ヲ
理
斗
リ
デ
云
タ
ト
云
ハ
ア
シ
・
。
孔
子
ノ
易
太
極
ト
仰

　
　
ラ
レ
タ
語
ヲ
説
タ
モ
ノ
。
易
有
太
極
ト
陰
陽
陰
陽
ト
カ
ワ
ル
処
二
理

　
　
ア
リ
。
是
理
気
妙
合
ゾ
。
孔
子
ノ
語
ニ
マ
ギ
レ
ア
ル
ユ
ヘ
、
ソ
コ
ヲ

　
　
説
タ
モ
ノ
ユ
ヘ
ニ
、
ヤ
ハ
リ
理
気
ヲ
一
ツ
ニ
説
タ
モ
ノ
。
理
斗
説
ク

　
　
ト
云
コ
ト
ハ
ナ
ラ
ズ
。
（
「
道
体
講
義
」
、
二
－
四
三
〇
頁
）

　
周
溝
渓
の
「
無
極
而
太
極
」
は
理
だ
け
の
も
の
と
見
る
の
は
誤
り
で
、

「
易
有
太
極
」
の
よ
う
に
理
と
気
を
合
わ
せ
て
説
い
た
理
気
妙
合
の
こ
と

だ
、
と
直
方
は
言
い
切
る
⑱
。

　
「
無
極
而
太
極
」
と
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
「
無
形
有
理
」
の
逆

説
的
同
一
性
を
、
直
方
に
言
わ
せ
れ
ば
、
「
此
図
説
サ
マ
ザ
マ
論
ジ
テ
ア
レ

ド
モ
、
無
極
而
太
極
ト
云
五
字
ヲ
説
タ
モ
ノ
、
畢
寛
太
極
ノ
発
明
也
」

（
「
近
思
録
道
体
篇
筆
記
」
、
一
－
三
八
九
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、
太
極
の

存
在
様
相
を
示
す
語
句
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
直

方
が
「
周
子
ノ
語
ヲ
理
斗
リ
デ
云
タ
ト
云
ハ
ア
シ
・
」
と
い
う
の
は
、
理

は
気
の
中
に
あ
り
、
気
を
離
れ
ず
、
と
の
意
味
を
表
し
、
直
方
の
思
惟
は

，
理
気
の
合
一
・
理
の
内
在
の
論
理
に
徹
し
て
お
り
、
分
別
や
超
越
の
論
理

は
後
退
す
る
こ
と
と
理
解
さ
れ
よ
う
。

　
さ
て
、
以
上
の
見
解
か
ら
、
直
方
が
「
太
極
図
」
の
中
で
何
れ
を
中
心

と
し
た
か
に
つ
い
て
は
既
に
予
測
が
つ
く
の
で
あ
る
が
、
次
の
資
料
を
み

よ
う
。

　
　
無
極
太
極
ノ
説
ハ
周
子
ノ
本
意
ニ
ア
ラ
ズ
。
通
書
ニ
テ
ギ
ン
ミ
ス
ベ

　
　
シ
。
本
旨
ハ
太
極
動
而
云
々
ナ
リ
。
然
レ
ド
モ
云
ハ
ザ
レ
バ
孔
子
ノ

　
　
易
有
太
極
ノ
有
宇
、
イ
ナ
ヤ
ウ
ニ
ナ
ル
ユ
ヘ
ニ
、
不
得
已
云
ヘ
リ
。

　
　
　
（
「
道
体
講
義
」
、
二
－
四
三
五
頁
）

　
直
方
は
、
周
癖
渓
の
本
旨
は
「
無
極
而
太
極
」
の
第
一
圏
に
あ
る
の
で

は
な
く
、
「
太
極
動
而
」
の
第
二
圏
に
あ
り
、
そ
れ
は
『
通
書
』
に
吟
味
す

れ
ば
分
か
る
、
と
い
う
。
「
太
極
図
説
」
を
『
通
書
』
に
照
ら
し
て
み
て
、

「
太
極
図
」
が
周
癖
渓
の
著
作
で
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た
の
が
陸
象
山
の

兄
稜
山
で
あ
る
こ
と
は
、
周
知
の
通
り
で
あ
る
㈹
。
陸
象
山
側
は
、
『
通

書
』
に
「
無
極
」
の
語
が
一
度
も
出
な
い
こ
と
か
ら
、
「
太
極
図
説
」
自
体

を
否
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
比
べ
て
直
方
が
。
「
本
意
」
云
々
す
る

の
は
そ
れ
と
幾
分
か
の
差
は
あ
る
。
し
か
し
、
朱
子
が
「
太
極
図
説
」
に

絶
対
的
な
権
威
を
賦
与
す
る
こ
と
に
比
べ
れ
ば
、
直
方
が
同
通
書
』
を
取

り
出
し
て
「
周
子
ノ
本
意
ニ
ア
ラ
ズ
」
と
い
う
の
も
、
ま
た
朱
子
と
の
距

離
を
示
す
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
む
し
ろ
直
方
に
は
、

　
　
天
地
ノ
間
ニ
ア
ル
実
ト
云
ハ
巴
ノ
丸
カ
ラ
ナ
リ
。
一
上
ノ
ハ
ナ
キ
ゾ
。

　
　
（
四
二
一
頁
、
二
）

　
　
周
子
ノ
云
ル
・
ハ
天
地
ノ
間
ニ
ハ
ド
レ
見
ヤ
フ
ト
テ
ナ
キ
モ
ノ
ナ

　
　
リ
。
天
地
ノ
実
ハ
孔
子
ナ
リ
。
（
四
二
三
頁
、
二
）

　
　
天
地
全
体
之
実
ヲ
云
ヌ
イ
タ
ハ
易
太
極
ア
リ
ノ
語
ゾ
。
ソ
レ
ヲ
松
茸

　
　
ヲ
サ
ガ
ス
ヨ
ウ
ニ
セ
フ
カ
ト
周
子
気
遣
。
何
モ
形
ノ
ナ
イ
モ
ノ
如
此

　
　
ト
発
明
ゾ
。
（
四
＝
二
頁
－
聖
二
二
頁
）

　
　
太
極
動
而
カ
ラ
ガ
天
地
ノ
ナ
リ
ゾ
。
無
極
而
ハ
天
地
ノ
問
ニ
ナ
ヒ
語

　
　
ナ
リ
。
易
太
極
ガ
天
地
ノ
ナ
リ
ゾ
。
周
語
ハ
孔
語
デ
ス
ク
フ
タ
モ
ノ
。

　
　
一
四
三
二
頁
、
上
一

　
と
あ
る
よ
う
に
、
天
地
全
体
の
実
体
を
第
二
圏
に
求
め
て
、
第
一
圏
は

「
な
い
」
も
の
と
す
る
こ
と
か
ら
は
、
直
方
と
朱
子
と
の
距
離
は
陸
象
山

と
の
距
離
よ
り
離
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
要
す
る
に
、
　
「
太
極
図
」
に
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お
い
て
、
朱
子
の
主
張
は
第
一
圏
が
、
陸
象
山
の
主
張
は
第
二
圏
が
集
約

し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
直
方
は
、
「
太
極
図
」
を
み
る
比
重
を
「
ナ
キ
モ

ノ
」
の
第
一
圏
で
は
な
く
、
天
地
の
実
を
い
う
「
巴
ノ
丸
」
の
第
二
圏
に

置
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
陸
象
山
に
傾
い
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
直
方
の
独
自
性
は
こ
こ
に
お
い
て
示
さ
れ
る
と
思
わ
せ
る
の
で
あ
る

が
、
し
か
し
、
問
題
は
そ
う
簡
単
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
理
と
気
の

合
観
・
不
離
を
い
う
直
方
の
「
理
気
妙
合
」
は
、
観
点
を
変
え
て
み
れ

ば
、
　
「
陰
陽
陰
陽
ト
カ
ワ
ル
処
二
理
ア
リ
」
の
言
葉
の
通
り
、
気
の
中
に

理
が
あ
る
と
い
う
意
味
で
、
理
と
気
の
区
別
、
理
を
中
心
に
い
え
ば
、
理

の
独
立
性
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
　
「
理
気
妙
合
」
に
関

す
る
彼
の
、

　
　
観
点
一
年
デ
云
ヘ
バ
春
夏
秋
冬
ノ
定
タ
ル
ハ
理
ナ
リ
。
温
涼
寒
熱
ノ

　
　
不
同
、
去
年
ノ
冬
ハ
ア
タ
タ
カ
デ
、
今
年
ノ
冬
ハ
雪
ガ
フ
ツ
テ
寒
ト

　
　
云
ノ
カ
ハ
リ
ア
ル
ハ
気
ナ
リ
。
コ
レ
カ
ラ
推
シ
テ
見
ヨ
。
天
地
ノ
間

　
　
二
一
定
シ
タ
コ
ト
ト
、
時
々
デ
変
ア
ル
コ
ト
ア
ル
ハ
明
白
ナ
リ
。
ソ

　
　
コ
ヲ
一
理
澤
然
理
気
妙
合
ト
云
テ
、
顕
レ
タ
上
デ
ハ
色
々
ア
レ
ド

　
　
モ
、
所
為
然
ハ
一
理
二
帰
ス
ル
ナ
リ
（
中
庸
鬼
神
大
意
、
全
書
一
、

　
　
ニ
ハ
六
頁
）

　
と
い
う
言
説
を
み
れ
ば
、
直
方
は
理
と
気
を
厳
格
に
区
別
し
て
い
る
の

が
分
か
る
。
す
な
わ
ち
、
直
方
の
「
理
気
妙
合
」
は
、
陸
象
山
の
よ
う

な
、
理
は
気
の
作
用
・
運
動
と
し
て
の
二
次
的
性
格
の
も
の
で
は
な
く
、

理
と
気
の
同
時
混
在
の
性
格
が
強
い
。
こ
の
点
に
立
つ
隈
り
、
直
方
の
思

惟
は
朱
子
そ
の
も
の
で
あ
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
し
て
ま
た
、
こ
こ

で
「
太
極
図
」
か
ら
し
て
直
方
は
朱
子
よ
り
陸
象
山
に
近
い
と
指
摘
し
た

が
、
し
か
し
こ
れ
は
、
直
方
平
生
の
陸
象
山
排
斥
と
明
ら
か
に
背
馳
す

る
。
理
気
論
に
お
い
て
の
両
者
の
関
係
の
有
り
よ
う
を
改
め
て
究
明
す
る

必
要
が
あ
る
。

四
　
直
方
の
陸
象
山
批
判

次
は
理
気
論
に
お
い
て
陸
象
山
を
批
判
す
る
直
方
の
根
拠
と
な
る
も
の

で
あ
る
、

　
　
①
無
極
而
太
極
ノ
而
ノ
字
ア
ル
デ
、
ワ
ル
イ
老
子
ノ
意
ノ
様
ナ
ド
陸

　
　
　
子
云
。
ア
レ
ガ
知
ヌ
故
ナ
リ
。
而
ノ
字
ハ
次
第
ツ
ク
様
ナ
コ
ト

　
　
　
デ
、
ハ
ナ
シ
カ
ル
イ
コ
ト
ゾ
。
ソ
レ
ハ
此
動
而
云
云
ノ
処
デ
ョ
ク

　
知
レ
ル
ナ
リ
。
コ
レ
ガ
次
第
ツ
ク
程
ナ
字
ナ
レ
バ
、
動
静
ノ
問
ニ

　
ハ
カ
・
ヌ
ゾ
。
ナ
ゼ
ナ
ラ
バ
太
極
ガ
動
テ
ソ
コ
デ
又
陽
ヲ
生
ズ
ル

　
ト
云
コ
ト
デ
ナ
シ
。
太
極
ノ
動
ガ
ス
グ
ニ
陽
、
太
極
ノ
静
ナ
ガ
ス

　
グ
ニ
陰
ナ
リ
。
カ
フ
シ
タ
コ
ト
ジ
ヤ
ニ
間
二
而
ノ
字
ア
ル
ハ
段
ツ

　
カ
ズ
カ
ル
キ
故
ナ
リ
。
　
（
四
二
八
頁
、
上
、
二
六
）

②
而
ノ
字
デ
陸
氏
ナ
ド
ハ
イ
ツ
コ
ウ
ア
ホ
フ
ヲ
云
。
而
ノ
字
デ
問
ガ

　
ア
ル
ナ
ド
ト
云
。
下
ノ
ハ
生
ノ
字
ア
ル
ユ
イ
ニ
ツ
ゾ
。
上
ハ
直
二

　
太
極
ト
ア
ル
ユ
イ
ニ
ツ
ニ
ア
ラ
ズ
。
唐
人
デ
モ
ア
ホ
フ
ゾ
。
　
（
二

　
－
四
三
二
頁
）

③
ナ
イ
ト
思
ヘ
バ
一
タ
ビ
ハ
陰
、
一
タ
ビ
ハ
陽
ト
ア
ル
テ
イ
キ
テ
ハ

　
タ
ラ
ク
ゾ
。
コ
・
ガ
無
極
而
太
極
ノ
処
ゾ
。
大
学
ノ
三
綱
領
モ
至

　
善
ガ
目
ア
テ
ナ
リ
。
ソ
ノ
至
善
ト
云
モ
ノ
ハ
何
ン
ニ
モ
ナ
イ
ゾ
。

　
八
条
目
モ
コ
ノ
至
善
ガ
ナ
ケ
レ
バ
役
ニ
タ
・
ズ
。
是
ヲ
合
点
セ
ヌ
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ユ
ヘ
ニ
、
陸
象
山
ガ
ナ
ン
ノ
カ
ノ
ト
云
テ
、
周
子
ノ
誤
ジ
ヤ
ト
ト

　
　
　
テ
、
朱
子
ト
論
ジ
テ
合
点
セ
ヌ
ゾ
一
一
－
四
六
二
頁
一

　
①
②
に
お
い
て
は
「
無
極
而
太
極
」
の
「
而
」
字
を
め
ぐ
っ
て
、
陸
象

山
が
「
而
」
字
の
「
ハ
ナ
シ
カ
ル
イ
」
の
意
味
を
問
違
っ
て
理
解
し
、
無

極
と
太
極
を
別
々
の
も
の
と
し
た
と
い
う
観
点
か
ら
、
③
に
牡
い
て
は

「
無
形
有
理
」
1
「
何
ン
ニ
モ
ナ
イ
」
と
い
う
の
は
「
無
形
」
に
、
「
ナ
イ

ト
思
ヘ
バ
…
…
ア
ル
テ
イ
キ
テ
ハ
タ
ラ
ク
ゾ
」
は
「
有
理
」
に
当
た
る
－

の
観
点
か
ら
、
陸
象
山
批
判
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
観
点
は
、

「
無
極
而
太
極
」
に
つ
い
て
の
朱
子
の
決
し
て
譲
る
こ
と
の
で
き
な
い
主

張
で
あ
り
、
そ
れ
を
堅
く
守
ろ
う
と
し
た
の
が
直
方
の
立
場
だ
と
す
れ

ば
、
こ
れ
に
相
違
す
る
主
張
は
、
直
方
に
と
っ
て
許
さ
れ
な
い
こ
と
で
・

あ
っ
た
。
し
か
し
こ
こ
で
の
問
題
の
所
在
は
、
陸
象
山
の
無
極
の
否
定

は
、
直
方
が
陸
象
山
を
攻
め
る
面
と
同
じ
方
向
で
展
開
さ
れ
て
い
た
か
ど

う
か
、
と
い
う
点
に
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
理
気
論
に
お
い
て
の
直
方

の
陸
象
山
批
判
そ
れ
自
体
が
果
た
し
て
正
当
で
あ
つ
た
か
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
こ
れ
を
明
ら
か
に
す
れ
ば
、
直
方
と
陸
象
山
を
連
結
す
る
橋
頭
優

も
自
然
に
築
か
れ
よ
う
。
①
②
か
ら
は
そ
の
批
判
自
体
の
正
当
性
の
可
否

を
問
題
視
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
陸
象
山
に
繋
が
る
手
掛
か
り
が
③
に
設
け

ら
れ
て
い
る
の
か
ど
う
か
を
確
認
し
て
い
き
た
い
。

　
①
に
「
無
極
而
太
極
ノ
而
ノ
字
ア
ル
デ
、
ワ
ル
イ
老
子
ノ
意
ノ
様
ナ
ド

陸
子
云
」
と
書
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
①
②
の
全
体
の
文
脈
か
ら
二
つ

の
意
味
が
含
蓄
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
一
つ
は
、
老
子
や
唐
人

に
も
言
及
し
て
陸
象
山
を
非
難
す
る
直
方
の
見
方
は
、
①
の
後
半
の
陰
陽

の
生
成
に
つ
い
て
の
発
言
を
み
る
と
き
、
無
極
か
ら
の
太
極
の
生
起
と
い

う
生
成
論
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
い
ま
一
つ
は
、

「
ワ
ル
イ
老
子
ノ
意
」
と
い
い
陸
象
山
の
老
子
批
判
を
認
め
な
が
ら
も
、

そ
の
生
成
論
に
被
わ
れ
て
陸
象
山
1
1
老
子
1
1
唐
人
を
同
一
の
部
類
と
扱
っ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
そ
も
そ
も
道
家
思
想
や
そ
の
影
響
下
の
漢
唐
儒
学
が
気
中
心
の
生
成
論

的
な
思
惟
に
置
か
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
し
ば
し
ば
論
じ
ら
れ
る
と

こ
ろ
で
あ
る
が
o
佃
、
直
方
も
そ
れ
ら
を
生
成
論
的
に
考
え
た
と
い
っ
て
そ

う
的
を
外
れ
た
発
想
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
だ
け
の
資

料
で
は
老
子
・
唐
人
と
い
っ
て
も
、
そ
の
具
体
的
な
内
容
は
推
測
に
頼
る

し
か
な
い
の
で
あ
る
が
、
老
子
に
つ
い
て
の
他
の
、

　
　
　
④
老
子
一
生
二
無
生
有
モ
門
松
ノ
ヤ
フ
ニ
心
得
タ
ル
モ
ノ
也
。
理

　
　
　
ト
ハ
ソ
ノ
ハ
ヅ
ナ
ル
コ
ト
ヲ
云
ヘ
バ
形
ハ
ナ
キ
也
。
気
ト
云
ハ
ハ

　
　
　
ヤ
ソ
ノ
ナ
リ
ガ
ア
レ
バ
其
色
晶
ア
ル
ハ
ヅ
ナ
リ
。
　
（
「
王
学
論

　
　
　
談
」
、
一
－
五
一
四
頁
一

　
と
い
う
言
説
、
な
か
ん
ず
く
「
一
生
二
無
生
有
」
に
注
目
す
れ
ば
、
理

気
論
に
お
い
て
の
直
方
の
み
る
老
子
の
像
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か

が
描
か
れ
よ
う
。
ま
た
唐
人
と
は
、
朱
子
学
の
以
前
に
盛
ん
で
あ
っ
た
経

学
注
釈
の
漢
唐
儒
学
を
指
し
て
お
り
、
そ
の
漢
唐
儒
学
を
集
約
し
た
も
の

の
一
つ
が
『
五
経
正
義
』
で
あ
り
、
さ
ら
に
こ
の
発
言
は
『
易
』
か
ら
の

も
の
で
あ
れ
ば
、
直
方
が
『
周
易
正
義
』
の
孔
穎
達
（
五
七
四
－
六
四

八
）
を
意
識
し
な
か
っ
た
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
次
の
資
料
は
「
易

有
太
極
」
に
つ
い
て
の
孔
穎
達
の
注
釈
で
あ
る
。

　
　
⑤
太
極
は
天
地
未
だ
分
れ
ざ
る
の
前
、
元
気
混
じ
て
一
た
る
を
謂

　
　
　
ふ
。
即
ち
こ
れ
太
初
太
一
な
り
。
故
に
老
子
、
道
一
を
生
ず
と
云
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ふ
。
即
ち
こ
の
太
極
こ
れ
な
り
。
ま
た
謂
く
、
混
元
既
に
分
か
る

　
　
　
れ
ば
天
地
有
り
。
故
に
太
極
両
儀
を
生
ず
と
日
ふ
。
即
ち
老
子
、

　
　
　
二
一
を
生
ず
と
云
ふ
な
り
。
（
『
周
易
正
義
』
巻
七
）

　
特
に
『
易
』
の
「
太
極
生
両
儀
」
を
老
子
の
「
一
生
二
」
に
準
え
る
部

分
が
そ
の
生
成
論
的
な
思
惟
を
反
映
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
而
」
字
を

引
き
出
し
て
陸
象
山
を
非
難
す
る
直
方
の
観
点
は
、
老
子
と
唐
人
の
生
成

論
的
な
思
惟
を
も
っ
て
、
こ
れ
を
陸
象
山
に
重
ね
る
形
を
取
っ
て
い
る
い

え
よ
う
。
で
は
、
実
際
の
陸
象
山
の
無
極
否
定
の
実
状
を
み
て
み
よ
う
。

　
「
無
極
太
極
」
の
論
争
に
お
い
て
陸
象
山
が
朱
子
に
与
え
た
二
通
の
手

紙
を
み
る
と
き
、
陸
象
山
が
「
而
」
を
持
ち
出
し
て
、
し
か
も
そ
れ
を
無

極
か
ら
太
極
の
生
成
と
い
う
こ
と
に
転
化
し
て
述
べ
た
部
分
は
見
あ
た
ら

な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
陸
象
山
の
無
極
の
否
定
は
、
朱
子
が
「
無
極
而
太

極
」
の
読
み
を
、
当
時
の
「
無
極
に
し
て
太
極
を
生
ず
」
あ
る
い
は
「
無

極
よ
り
し
て
太
極
と
な
る
」
な
ど
か
ら
、
「
無
極
に
し
て
太
極
」
と
定
め
た

の
を
そ
の
ま
ま
認
定
し
た
上
で
進
め
た
、
と
い
う
友
枝
氏
の
研
究
か
ら
も

裏
付
け
ら
れ
よ
う
ω
。
陸
象
山
が
『
老
子
』
を
引
用
し
て
朱
子
を
論
駁
す

る
と
こ
ろ
は
ニ
カ
所
あ
る
が
、
次
は
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

　
　
無
極
の
二
字
は
、
老
子
の
そ
の
雄
を
知
る
の
章
に
出
づ
。
吾
が
聖
人

　
　
の
書
、
有
る
な
き
所
な
り
。
老
子
首
章
に
、
無
名
は
天
地
の
始
め
、

　
　
有
名
は
万
物
の
母
と
言
ひ
、
而
し
て
卒
に
こ
れ
を
同
じ
く
す
。

　
　
こ
れ
老
子
の
宗
旨
な
り
。
無
極
に
し
て
太
極
は
即
ち
こ
れ
こ
の
旨
な

　
　
り
。
　
一
『
陸
象
山
全
集
』
巻
二
、
ニ
ハ
頁
一

　
陸
象
山
の
い
う
「
卒
に
こ
れ
を
同
じ
く
す
」
に
注
目
し
て
、
　
『
老
子
』

首
章
の
関
連
部
分
を
ま
た
引
く
と
、
　
「
此
両
者
、
同
出
而
異
名
、
同
謂
之

玄
」
と
あ
る
。
「
此
両
者
」
と
は
普
通
、
無
（
無
名
）
と
有
（
有
名
）
と
解

さ
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
の
関
係
は
同
じ
と
こ
ろ
か
ら
出
で
き
て
、
名
を
異

に
す
る
、
っ
ま
り
朱
子
が
無
極
と
太
極
に
っ
い
て
そ
れ
ほ
ど
強
調
す
る
逆

説
的
同
一
の
構
造
に
似
て
い
る
。
ま
た
『
老
子
』
に
は
「
同
出
」
と
あ
っ

て
、
無
と
有
の
道
か
ら
の
生
成
を
示
す
こ
と
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ

こ
で
陸
象
山
が
言
お
う
と
す
る
ポ
イ
ン
ト
は
「
卒
に
こ
れ
を
同
じ
く
す
」

が
お
の
ず
か
ら
示
す
よ
う
に
、
無
と
有
が
結
局
同
一
だ
と
い
う
こ
と
で
、

「
出
」
字
に
こ
だ
わ
る
痕
跡
は
な
い
。
つ
ま
り
陸
象
山
が
無
極
の
不
要
を

主
張
す
る
理
由
は
、
『
老
子
』
を
引
用
す
る
も
う
一
つ
の
、

　
　
老
氏
、
無
を
以
て
天
地
の
始
め
と
為
し
、
有
を
以
て
万
物
の
母
と
為

　
　
す
。
常
無
を
以
て
妙
を
観
、
常
有
を
以
て
藪
を
観
る
。
直
ち
に
無
字

　
　
を
将
て
搭
せ
て
上
面
に
在
る
は
、
正
し
く
こ
れ
老
氏
の
学
な
り
。
そ

　
　
れ
講
む
べ
き
な
り
。
（
同
上
、
一
八
頁
）

　
と
い
う
こ
と
が
示
す
よ
う
に
、
聖
人
の
学
で
な
い
『
老
子
』
が
「
無
」

を
先
に
す
る
こ
と
を
模
倣
し
て
は
い
け
な
い
、
と
い
う
単
純
な
こ
と
に
絞

ら
れ
る
の
で
あ
る
。
勿
論
、
こ
の
発
言
の
背
後
に
は
、
　
「
こ
の
理
は
乃
ち

宇
宙
の
固
有
す
る
所
、
量
に
無
を
言
ふ
べ
け
ん
や
」
　
（
同
上
、
一
九
頁
）

と
あ
る
よ
う
に
、
　
「
易
有
太
極
」
が
天
地
の
全
体
を
言
い
尽
く
し
て
い
る

こ
と
へ
の
確
固
た
る
信
念
に
根
付
い
て
い
る
の
は
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　
要
す
る
に
、
直
方
の
陸
象
山
批
判
は
、
遺
家
や
漢
唐
儒
学
の
生
成
論
と

い
う
プ
リ
ズ
ム
を
通
じ
た
屈
折
が
働
い
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
陸
象
山
の

無
極
否
定
は
、
老
子
自
体
を
頭
か
ら
拒
否
す
る
も
の
で
あ
り
、
老
子
と
漢

唐
儒
学
と
は
無
関
係
に
展
開
さ
れ
た
と
い
え
よ
う
。
そ
う
す
る
と
、
直
方

が
陸
象
山
を
非
難
す
る
と
言
っ
て
も
、
そ
の
批
判
は
正
当
性
を
欠
く
こ
と
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と
な
り
、
こ
の
こ
と
は
、
直
方
と
陸
象
山
の
両
人
は
思
惟
の
本
質
に
お
い

て
共
通
の
基
盤
を
持
つ
と
い
う
当
面
の
目
的
を
妨
害
す
る
も
の
で
は
な
い

こ
と
に
な
る
。
以
上
を
踏
ま
え
て
③
に
論
議
を
進
め
よ
う
。

資
料
③
に
お
い
て
直
方
は
「
無
形
有
理
」
の
観
点
か
ら
陸
象
山
を
批
判

す
る
の
で
あ
る
が
、
結
論
か
ら
い
え
ば
、
こ
の
面
に
お
け
る
両
者
の
差
異

は
な
い
。
と
い
え
る
の
は
、
前
述
の
（
1
一
で
み
た
よ
う
に
、
陸
象
山
も

太
極
を
一
物
と
は
せ
ず
、
「
有
理
」
を
も
否
定
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か

し
こ
れ
で
問
題
が
全
て
解
決
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
「
理
有
り
」
の
様
態
を

め
ぐ
っ
て
朱
子
と
陸
象
山
は
大
き
な
差
異
を
呈
し
て
お
り
、
さ
ら
に
直
方

の
「
理
気
妙
合
」
論
も
こ
れ
に
深
く
関
わ
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
彼
ら

が
こ
の
理
の
存
在
様
態
を
ど
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
考
え
て
い
た
の
か
を

解
明
す
る
こ
と
が
、
直
方
と
朱
子
、
そ
し
て
直
方
と
陸
象
山
の
関
係
を
決

｛
弔
つ
け
る
鍵
と
な
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
「
無
形
」
と
「
有
理
」
は

も
と
も
と
相
離
れ
ざ
る
論
理
だ
と
す
れ
ば
、
直
方
の
「
無
形
」
に
っ
い
て

の
見
解
に
は
さ
さ
や
か
で
も
そ
の
解
答
が
既
に
準
備
さ
れ
て
い
る
。
と
い

う
よ
り
も
、
陸
象
山
は
太
極
の
「
何
ニ
モ
ナ
イ
」
こ
と
を
知
ら
な
か
っ

た
、
と
い
う
直
方
の
非
難
は
裏
を
返
せ
ば
、
陸
象
山
の
い
う
太
極
（
理
）

を
物
的
な
も
の
と
決
め
つ
け
る
こ
と
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
に
つ
い
て
の
検
討

も
避
け
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
　
無
極
太
極
ノ
説
ハ
周
子
ノ
本
意
ニ
ア
ラ
ズ
。
通
書
ニ
テ
ギ
ン
ミ
ス
ベ

　
　
シ
。
本
旨
ハ
太
極
動
而
云
々
ナ
リ
。
然
レ
ド
モ
云
ハ
ザ
レ
バ
孔
子
ノ

　
　
易
有
太
極
ノ
有
字
、
イ
ナ
ヤ
ウ
ニ
ナ
ル
ユ
ヘ
ニ
、
不
得
已
云
ヘ
リ
。

　
　
一
「
道
体
講
義
」
、
二
－
四
三
五
頁
）

　
「
無
極
而
太
極
」
の
句
を
陸
象
山
の
よ
う
に
き
っ
ぱ
り
切
り
捨
て
ず
、

周
潔
渓
の
本
旨
云
々
し
て
や
む
を
得
ざ
る
状
況
で
出
た
も
の
だ
と
、
直
方

を
し
て
一
応
擁
護
の
態
度
を
取
ら
せ
る
よ
う
に
し
た
理
由
は
、
「
易
有
太

極
」
の
「
有
」
字
が
招
く
誤
解
へ
の
憂
慮
に
他
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、

　
　
孔
子
初
テ
易
二
有
太
極
ト
云
ヘ
リ
。
ソ
レ
ヲ
今
砂
ノ
中
ヲ
サ
ガ
シ
、

　
　
物
ヲ
尋
出
ス
ヤ
ウ
ニ
、
陰
陽
ノ
中
二
是
コ
ソ
太
極
ヨ
ト
形
ア
リ
ゲ
ニ

　
　
見
ヘ
ヤ
ウ
カ
ト
テ
、
ソ
コ
デ
無
極
ト
云
ヘ
リ
。
本
易
二
有
太
極
ハ
陰

　
　
陽
陰
陽
ト
変
テ
ユ
ク
、
ソ
コ
ニ
ア
ル
ト
云
コ
ト
、
ソ
フ
云
テ
陰
ト
陽

　
　
ト
門
松
立
タ
様
ニ
シ
テ
、
其
マ
ン
中
二
太
極
ア
ル
ト
云
二
非
ズ
。

　
　
（
「
近
思
録
道
体
篇
筆
記
」
、
一
－
三
九
〇
）

　
と
い
う
言
説
は
、
直
方
の
憂
慮
が
、
「
有
」
と
い
う
字
を
使
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
太
極
を
可
視
的
な
、
物
的
な
性
質
の
も
の
と
み
る
こ
と
に
あ
っ

た
こ
と
を
十
分
伝
え
て
い
る
。

　
直
方
が
太
極
か
ら
物
的
性
質
を
排
除
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
道
家
や
漢

唐
儒
学
の
気
を
中
心
と
す
る
生
成
論
的
思
惟
へ
の
反
対
で
も
あ
る
。
殊

に
、
漢
唐
儒
学
が
太
極
を
元
気
と
し
、
万
物
の
始
元
を
気
に
求
め
て
い
た

こ
と
は
、
⑤
の
孔
穎
達
の
注
釈
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
直

方
の
「
程
朱
ノ
漢
儒
ヲ
カ
ラ
ル
・
ハ
形
而
下
ノ
気
ヲ
形
而
上
ノ
理
ト
一
ツ

ニ
ス
ル
ト
テ
ノ
コ
ト
ナ
リ
」
（
一
－
四
二
五
頁
）
と
い
う
発
一
言
は
ま
さ
に
こ

れ
に
つ
い
て
の
非
難
と
い
え
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
直
方
が
太
極
の
無
形
を

い
う
裏
面
に
は
、
漢
唐
儒
学
の
太
極
H
気
と
す
る
こ
と
へ
の
反
感
が
あ

り
、
太
極
の
「
何
ニ
モ
ナ
イ
」
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
と
い
う
陸
象
山
批

判
も
こ
れ
の
延
長
線
上
に
あ
る
と
い
え
よ
う
山

　
し
か
し
、
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
陸
象
山
の
い
う
理
は
決
し
て
物
的

な
陰
陽
の
気
そ
の
ま
ま
を
指
す
の
で
は
な
い
こ
と
で
あ
る
。
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易
の
道
た
る
、
一
陰
一
陽
の
み
。
先
後
始
終
、
動
静
晦
明
、
上
下
進

　
　
退
、
往
来
闘
閥
、
盈
虚
消
長
、
尊
卑
貴
賎
、
表
裏
隠
顕
、
向
背
順

　
　
逆
、
存
亡
得
喪
、
出
入
行
蔵
、
何
く
に
適
く
と
し
て
、
一
陰
一
陽

　
　
に
非
ず
や
。
奇
偶
相
ひ
尋
ぎ
、
変
化
窮
ま
り
無
し
。
　
（
『
陸
象
山
全

　
　
集
』
巻
二
、
一
九
頁
）

　
繰
り
返
す
が
、
陸
象
山
の
理
は
陰
陽
の
気
で
は
な
く
、
　
「
一
陰
一

陽
」
、
つ
ま
り
あ
る
い
は
陽
と
な
り
あ
る
い
は
陰
と
な
っ
て
絶
え
ず
変
化

す
る
運
動
・
作
用
な
の
で
あ
る
。

　
　
天
下
不
易
の
理
有
り
。
こ
の
理
不
窮
の
変
あ
り
。
誠
に
こ
の
理
を
得

　
　
れ
ば
、
則
ち
変
の
不
窮
な
る
も
の
、
皆
理
の
不
易
な
る
も
の
な
り
。

　
　
一
『
陸
象
山
全
集
』
巻
三
十
二
、
二
四
一
頁
）

　
す
な
わ
ち
、
天
下
に
は
不
易
の
理
が
あ
り
、
そ
の
理
は
無
窮
の
変
化

だ
、
と
陸
象
山
は
い
う
の
で
あ
る
。
で
は
、
こ
れ
に
関
し
て
朱
子
は
ど
の

よ
う
に
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
陸
象
山
の
理
を
、
気
と
し
て
捉
え
た
の
は
未
子
で
あ
っ
た
。

　
　
大
伝
に
至
つ
て
、
既
に
形
而
上
な
る
も
の
こ
れ
を
道
と
謂
ふ
と
日

　
　
ひ
、
而
し
て
又
一
陰
一
陽
を
こ
れ
道
と
謂
ふ
と
日
ふ
。
こ
れ
量
に
真

　
　
に
陰
陽
を
以
て
形
而
上
な
る
も
の
と
為
さ
ん
や
。
正
に
一
陰
一
陽
は

　
　
形
器
に
属
す
と
難
も
、
然
れ
ど
も
そ
の
一
陰
に
し
て
一
陽
な
る
所
以

　
　
の
も
の
は
、
こ
れ
す
な
わ
ち
道
体
の
為
す
所
を
見
る
を
以
て
す
。

　
　
（
『
朱
文
公
文
集
』
上
、
五
七
二
頁
）

　
陰
陽
は
形
而
上
の
道
で
は
な
い
と
い
う
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
朱
子
は
、
「
一
陰
一
陽
」
も
形
而
下
の
も
の

に
属
す
と
述
べ
、
陸
象
山
の
論
理
を
根
本
か
ら
を
斥
け
る
こ
と
で
あ
る
。

朱
予
は
物
的
な
陰
陽
だ
け
で
な
く
、
一
陰
一
陽
す
る
気
の
運
動
を
も
気
の

カ
テ
ゴ
リ
ー
に
入
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
『
周
易
』
繋
辞

伝
の
「
一
陰
一
陽
之
謂
道
」
に
つ
い
て
の
、
「
陰
陽
の
迭
運
す
る
も
の
は
気

な
り
、
そ
の
理
は
則
ち
所
謂
る
道
」
と
い
う
『
本
義
』
の
説
明
か
ら
も
確

認
で
き
る
。

　
　
夫
れ
太
極
の
太
極
た
る
所
以
は
、
却
て
両
儀
・
四
象
・
八
卦
を
離
れ

　
　
ず
。
一
陰
一
陽
こ
れ
を
道
と
謂
ふ
は
、
一
陰
一
陽
を
指
し
て
道
と
為

　
　
す
は
則
ち
不
可
な
れ
ど
も
、
道
は
則
ち
陰
陽
を
離
れ
ざ
る
の
如
き
な

　
　
り
。
（
『
朱
子
語
類
』
巻
七
五
、
八
七
条
）

　
「
一
陰
一
陽
之
謂
道
」
に
つ
い
て
の
こ
の
朱
子
の
説
明
は
、
理
（
遣
）
は

陰
陽
を
離
れ
て
別
に
あ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
し
か
し
一
陰
一
陽
そ
の
ま

ま
を
理
と
し
て
は
い
け
な
い
、
と
い
う
論
理
を
鮮
明
に
表
す
。
コ
陰
一
陽

之
謂
道
」
を
陸
象
山
の
よ
う
に
文
字
通
り
に
受
け
入
れ
な
い
で
、
理
に

「
所
以
」
の
二
字
を
補
っ
て
説
明
す
る
理
由
も
、
そ
し
て
「
太
極
図
」
第

一
圏
の
な
く
て
は
な
ら
な
い
必
要
性
を
力
説
す
る
理
由
も
こ
こ
に
あ
る
。

差
し
当
た
り
朱
子
の
理
は
、
陰
陽
の
現
象
を
超
越
し
て
存
在
す
る
形
而
上

的
理
体
と
し
て
登
場
す
る
と
い
え
よ
う
。
直
方
に
戻
っ
て
み
よ
う
。

　
④
の
「
理
ト
ハ
ソ
ノ
ハ
ヅ
ナ
ル
コ
ト
ヲ
云
ヘ
バ
形
ハ
ナ
キ
也
」
に
も
う

一
度
注
目
す
れ
ば
、
直
方
に
お
い
て
理
の
無
形
た
る
所
以
は
、
　
「
ソ
ノ
ハ

ヅ
ナ
ル
コ
ト
」
に
よ
っ
て
成
り
立
つ
。
「
ソ
ノ
ハ
ヅ
ナ
ル
コ
ト
」
と
は
、
自

然
に
あ
る
い
は
当
然
に
あ
る
べ
き
す
が
た
に
な
っ
て
ゆ
く
と
い
う
意
味
で

あ
れ
ば
、
こ
の
場
合
、
無
形
の
理
は
、
運
動
・
作
用
と
し
て
捉
え
る
べ
き

で
、
物
的
な
性
質
の
み
な
ら
ず
如
何
な
る
意
味
で
の
「
実
体
」
さ
え
も
拒

否
す
る
も
の
と
理
解
さ
れ
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
こ
こ
で
の
直
方
の
理
は
、
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朱
子
の
形
而
上
的
な
実
体
と
し
て
で
は
な
く
、
陸
象
山
の
運
動
・
作
用
の

色
調
が
よ
り
強
い
と
い
え
よ
う
。

　
　
ナ
イ
ト
思
ヘ
バ
一
タ
ビ
は
陰
、
一
タ
ビ
は
陽
ト
ア
ル
テ
イ
キ
テ
ハ
タ

　
　
ラ
ク
ゾ
。
一
資
料
③
一

　
　
易
有
太
極
、
コ
レ
陰
ト
陽
ト
見
ル
モ
ワ
ル
シ
。
陰
陽
ノ
流
行
ス
ル
処

　
　
ヲ
易
ト
云
ナ
リ
。
陰
陽
ノ
カ
ワ
ル
カ
ワ
ル
行
ル
ガ
易
ゾ
。
ソ
レ
ガ
有

　
　
太
極
ト
云
モ
ノ
ゾ
。
陰
陽
ハ
道
デ
ナ
シ
。
陰
陽
ス
ル
ガ
道
ナ
リ
。
陰

　
　
陽
ハ
物
ナ
リ
。
一
陰
陽
ト
云
テ
引
括
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
物
ノ
上
二
付

　
　
テ
理
ヲ
見
ル
ガ
面
白
ゾ
。
物
ヲ
離
テ
云
ハ
異
端
ゾ
。
（
一
－
四
四
六

　
　
頁
）

　
直
方
に
と
っ
て
理
は
確
か
に
存
在
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
彼
が

か
か
る
理
の
「
あ
る
」
の
様
態
を
「
一
タ
ビ
は
陰
、
一
タ
ビ
は
陽
」
と
す

る
と
き
、
そ
し
て
そ
の
理
を
「
陰
陽
ス
ル
」
あ
る
い
は
＝
陰
陽
ト
云
テ

引
括
タ
ル
モ
ノ
」
と
解
釈
す
る
と
き
、
こ
れ
は
、
上
記
の
朱
子
が
「
一
陰

一
陽
」
は
道
で
は
な
く
、
「
所
以
」
を
も
っ
て
理
の
意
味
を
補
っ
て
考
え
る

こ
と
と
は
偏
差
が
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
ち
な
み
に
、
直
方
の
陸

象
山
に
近
づ
く
一
例
を
紹
介
し
よ
う
。
陸
象
山
の
思
惟
の
行
き
着
く
先
が

「
心
即
理
」
だ
と
す
れ
ば
、
直
方
の
言
説
に
た
と
え
陸
象
山
で
は
な
く
部

康
節
一
一
〇
一
一
㌔
一
〇
七
七
）
を
引
く
も
の
の
、
　
「
人
ノ
上
デ
太
極
ト

云
ハ
心
ノ
コ
ト
ゾ
。
夫
故
部
氏
ノ
語
二
心
為
太
極
、
心
具
太
極
ト
テ
ア

リ
。
ド
チ
モ
同
ジ
コ
ト
ナ
リ
。
…
・
：
扱
其
心
ノ
実
ハ
一
向
ノ
太
極
ナ
リ
」

（
一
－
四
二
六
頁
）
と
い
う
、
心
を
直
ち
に
太
極
に
比
定
す
る
も
の
が
何

の
揮
る
こ
と
な
く
み
え
る
の
は
、
単
な
る
偶
然
の
こ
と
で
は
な
い
。

　
そ
れ
は
と
も
か
く
、
さ
き
に
太
極
の
無
形
を
め
ぐ
っ
て
の
直
方
の
陸
象

山
批
判
は
、
漢
唐
儒
学
の
太
極
1
－
気
と
す
る
こ
と
の
延
長
線
上
に
あ
っ
た

と
指
摘
し
た
。
そ
れ
は
、
直
方
は
陸
象
山
の
い
う
理
（
太
極
）
を
物
的
な

気
と
同
様
に
捉
え
た
と
い
う
こ
と
に
言
い
換
え
て
よ
い
。
そ
の
と
き
、
直

方
が
捉
え
た
陸
象
山
の
理
一
太
極
）
1
1
気
の
範
囲
が
、
た
だ
物
的
な
陰
陽

に
限
ら
れ
て
い
た
か
、
あ
る
い
は
朱
子
の
よ
う
に
一
陰
一
陽
の
運
動
を
も

含
ん
で
い
た
か
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
だ
け
の
資
料
で
は
確
か
め
る
よ
う
が

な
い
。
い
な
、
直
方
の
言
説
に
は
「
一
気
ノ
ハ
タ
ラ
ク
所
以
ハ
理
也
。
其

理
ヲ
太
極
ト
云
也
」
（
「
王
学
論
談
」
、
一
－
五
一
四
頁
）
と
い
う
よ
う
な
、

「
所
以
」
の
文
字
が
度
々
出
て
く
る
を
勘
案
す
れ
ば
、
彼
が
そ
れ
に
つ
い

て
全
く
認
識
し
な
か
っ
た
と
も
い
え
ま
い
。
し
か
し
い
ず
れ
に
せ
よ
、
直

方
が
理
を
作
用
・
運
動
と
し
て
受
け
入
れ
る
隈
り
に
お
い
て
、
そ
こ
に
は

朱
子
を
離
れ
た
直
方
の
独
白
の
思
惟
が
組
み
立
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
違

い
な
い
。

　
以
上
、
直
方
の
理
気
論
を
、
朱
・
陸
の
太
極
論
争
を
念
頭
に
置
き
な
が

ら
、
直
方
の
み
る
「
太
極
図
」
の
中
心
と
陸
象
山
批
判
の
正
当
性
と
い
う

視
点
か
ら
探
っ
て
き
た
。
そ
し
て
そ
こ
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
の
は
、
通
常

直
方
の
理
気
論
に
つ
い
て
い
わ
れ
る
よ
う
な
、
彼
は
気
よ
り
理
を
重
視

し
、
理
の
超
越
性
を
強
調
し
た
と
す
る
仰
、
い
わ
ば
朱
子
理
気
論
の
徹
底

し
た
崇
拝
者
の
像
で
は
な
か
っ
た
。
直
方
の
理
は
、
陰
陽
の
現
実
か
ら
遊

離
し
な
い
、
し
か
も
朱
子
的
な
形
而
上
的
実
体
で
は
な
く
て
、
陸
象
山
的

な
一
陰
一
陽
の
気
の
運
動
の
二
次
的
性
格
を
帯
び
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
こ
の
こ
と
は
、
こ
う
し
た
特
色
を
指
摘
で
き
る
と
し
て
、
直
方

は
朱
子
の
思
惟
と
全
面
的
に
方
向
に
進
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
言
い
出
そ
う

と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
た
だ
、
朱
子
を
頂
点
と
し
た
近
世
東
ア
ジ
ア
思
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想
史
を
、
朱
子
の
思
想
は
彼
自
身
に
お
い
て
は
整
合
性
・
統
一
性
を
持
っ

て
い
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
朱
子
の
思
想
を
覗
か
せ
る
『
朱
子
文
集
』

『
朱
子
語
類
』
な
ど
に
は
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
、
い
わ
ゆ
る
両
面

的
・
矛
盾
的
塗
言
説
が
厳
存
し
て
お
り
、
朱
子
の
後
継
者
達
は
そ
の
中
で

朱
子
の
真
意
を
求
め
て
苦
悶
し
、
そ
の
苦
悶
の
中
で
ど
ち
ら
か
を
選
ん
だ

り
、
選
択
を
加
え
る
こ
と
で
自
身
の
思
想
を
形
成
し
て
い
っ
た
、
と
い
う

よ
う
に
捉
え
る
観
点
が
一
つ
の
仮
設
と
し
て
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
朱
子
の

後
継
者
と
し
て
の
直
方
も
そ
う
し
た
思
想
的
営
み
に
よ
っ
て
朱
子
学
を
再

構
築
し
た
の
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
点
に
お
い
て
直
方
の
独
自
性
も
得
ら
れ

る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

＊
引
用
は
次
に
揚
げ
る
文
献
に
よ
る
。

　
　
『
増
訂
佐
藤
直
方
全
集
』
（
略
号
『
直
方
全
集
』
）
、
日
本
古
典
学

　
　
会
編
纂
、
べ
り
か
ん
社
、
一
九
七
九
年
。

　
・
『
晦
庵
先
生
朱
文
公
文
集
』
（
略
号
『
朱
文
公
文
集
』
）
、
岡
田
武

　
　
彦
・
荒
木
見
悟
主
編
、
大
化
書
局
、
台
北
、
一
九
八
五
年
。

　
・
『
朱
子
語
類
』
、
宋
黎
靖
徳
編
、
文
津
出
版
社
、
台
北
。

　
　
『
陸
象
山
全
集
』
、
中
国
書
店
、
北
京
、
一
九
九
二
年
。

註

（
1
）
こ
れ
に
関
係
す
る
も
の
を
『
直
方
全
集
』
か
ら
抽
出
し
て
纏
め

　
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。
な
お
、
吉
田
建
舟
氏
は
直
方
の
講
義
・

　
筆
記
録
の
類
を
年
代
順
に
整
理
し
て
い
る
が
（
叢
書
日
本
の
思
想

　
家
十
二
『
佐
藤
直
方
・
三
宅
尚
斎
』
、
明
徳
出
版
杜
、
一
九
九
二
、

　
九
〇
頁
）
、
以
下
は
氏
の
説
を
参
考
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
・
「
近
思
録
道
体
篇
筆
記
」
　
（
ま
た
は
「
近
思
録
道
体
類
講
義
」
、

　
一
－
三
八
九
頁
、
元
禄
五
年
（
ニ
ハ
九
二
）
、
四
三
歳
）

　
・
「
太
極
図
同
図
説
町
図
解
並
後
論
講
義
」
（
以
下
「
太
極
図
講

　
義
」
と
略
称
、
一
－
四
二
〇
頁
、
同
上
年
）

　
・
「
太
極
講
義
並
易
数
八
陳
図
説
」
（
以
下
「
太
極
講
義
」
と
略

　
称
、
一
－
四
六
二
頁
、
元
禄
十
六
年
（
一
七
〇
三
）
、
五
四
歳
）

　
　
　
「
道
体
講
義
」
一
二
－
四
三
〇
頁
、
享
保
三
年
（
一
七
一
八
）
、

　
六
九
歳
）

　
・
「
近
思
録
筆
記
」
（
一
－
二
四
一
頁
、
同
上
年
前
後
）

（
2
）
陸
象
山
の
「
無
極
」
の
不
必
要
説
に
対
応
す
る
朱
子
の
観
点
を

　
簡
単
に
ま
と
め
た
用
語
で
、
「
若
果
無
形
而
但
有
理
、
則
無
極
即
是

　
無
形
、
太
極
即
是
有
理
」
（
「
答
陸
子
美
」
、
『
朱
文
公
文
集
』
上
、

　
五
六
九
頁
）
及
び
『
朱
子
語
類
』
巻
九
四
、
「
周
子
之
書
」
条
な
ど

　
に
見
え
る
。

（
3
）
直
方
と
陸
象
山
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
吉
田
氏
が
、
「
太
極
ノ

　
極
ハ
至
極
ト
標
準
ト
ニ
意
ヲ
包
ヌ
。
至
極
ハ
何
デ
モ
ツ
マ
ツ
タ
コ

　
ト
ナ
レ
バ
、
物
ノ
恰
好
シ
タ
ヲ
云
。
恰
好
ハ
過
不
及
ナ
キ
中
ナ
リ
」

　
（
「
近
思
録
筆
記
」
、
一
－
二
四
三
頁
）
と
い
う
直
方
の
言
説
を
挙
げ
て
、

　
「
直
方
は
陸
象
山
と
同
じ
く
極
を
中
と
断
じ
た
」
（
前
掲
書
、
一
〇
三

　
頁
一
と
短
い
な
が
ら
コ
メ
ン
ト
を
し
て
い
る
。
な
お
、
本
論
文
は
氏

　
の
こ
う
し
た
主
張
に
ヒ
ン
ト
を
得
た
こ
と
を
明
記
し
て
お
く
。

（
4
）
こ
れ
は
『
易
』
繋
辞
伝
上
の
二
陰
一
陽
謂
之
道
」
に
つ
い
て
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の
高
田
慎
治
・
後
藤
基
巳
の
訳
（
岩
波
文
庫
五
七
〇
『
易
経
』

　
下
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
七
、
二
二
一
頁
一
を
そ
の
ま
ま
引
用
し

　
た
。

（
5
）
友
枝
龍
太
郎
氏
は
陸
象
山
と
の
関
係
を
も
入
れ
て
、
「
（
陸
象
山

　
は
）
自
証
し
た
ま
ま
に
道
で
あ
り
理
で
あ
る
の
だ
か
ら
、
事
の
ま

　
ま
に
理
、
気
陰
陽
の
ま
ま
に
太
極
な
の
で
あ
っ
て
、
形
而
上
的
理

　
体
と
し
て
の
太
極
は
立
て
ら
れ
な
い
。
こ
れ
に
反
し
て
朱
子
の
場

　
合
は
、
現
実
の
姿
は
人
問
も
自
然
も
多
く
の
矛
盾
を
含
み
、
人
倫

　
の
理
法
、
庶
物
の
条
理
も
、
な
か
な
か
あ
る
べ
き
と
お
り
に
顕
現

　
せ
ず
、
す
ら
す
ら
と
動
き
行
か
な
い
の
で
、
白
証
さ
る
べ
き
脱
然

　
貫
通
の
境
位
が
理
想
と
し
て
揚
げ
ら
れ
、
こ
れ
が
形
而
上
化
さ
れ

　
理
体
と
せ
ら
れ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
」
（
『
朱
子
の
思
想
形
成
』
、

　
春
秋
社
、
一
九
六
九
、
二
三
七
頁
）
と
述
べ
る
。
氏
の
「
形
而
上

　
化
さ
れ
理
体
と
せ
ら
れ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
」
と
い
う
朱
子
の
理

　
に
対
す
る
見
解
は
、
必
ず
し
も
そ
れ
が
気
の
現
象
に
対
す
る
対
象

　
存
在
で
は
な
い
こ
と
を
暗
示
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ

　
よ
、
現
実
の
気
世
界
に
お
い
て
の
み
理
を
認
め
よ
う
と
す
る
立
場

　
と
、
現
実
の
世
界
を
超
え
る
領
域
に
新
た
に
理
を
立
て
よ
う
と
す

　
る
立
場
と
の
問
に
距
離
が
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。

一
6
）
直
方
は
、
周
溝
渓
と
孔
子
の
関
係
に
つ
い
て
は
「
周
子
ハ
易
有

　
太
極
是
生
両
儀
卜
云
論
ヲ
発
明
シ
ラ
レ
タ
。
夫
二
仰
テ
何
ノ
コ
ト

　
ヲ
云
ル
・
ト
デ
モ
、
是
ヲ
見
ト
ツ
テ
カ
ラ
ノ
コ
ト
ナ
リ
。
故
二
周

　
子
ノ
云
レ
タ
コ
ト
ミ
ル
ニ
是
ヲ
本
ト
シ
テ
チ
ガ
フ
コ
ト
ハ
ナ
キ
ゾ
」

　
（
「
太
極
図
同
図
説
同
図
解
並
後
論
講
義
」
、
一
－
四
二
一
頁
一
。
朱

　
子
と
周
藻
渓
の
関
係
に
つ
い
て
は
「
前
ノ
図
解
ト
云
モ
ノ
ハ
図
二

　
拠
テ
解
タ
モ
ノ
ユ
ヘ
、
図
説
二
書
タ
意
思
デ
カ
フ
シ
タ
コ
ト
ガ
ア

　
ル
ア
ル
ト
推
説
ク
ナ
リ
」
（
同
上
、
一
－
四
二
六
頁
）
と
い
う
。
し

　
か
し
、
直
方
の
『
易
』
繋
辞
伝
は
孔
子
の
も
の
で
あ
り
、
周
癖
渓

　
と
朱
子
の
思
想
は
一
致
す
る
、
と
の
考
え
は
今
に
至
っ
て
殆
ど
否

　
定
さ
れ
る
部
分
で
あ
る
。

（
7
）
写
本
に
は
「
離
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
「
雑
」
の
書
き
間
違
え

　
で
あ
ろ
う
。

（
8
）
こ
れ
に
関
し
て
吉
田
建
舟
氏
は
、
「
直
方
五
四
歳
の
「
太
極
講

　
義
」
ま
で
に
は
易
有
太
極
は
理
気
漠
説
、
無
極
而
太
極
は
理
の
専

　
言
と
考
え
た
が
、
六
九
歳
の
「
道
体
講
義
」
に
な
る
と
、
易
有
太

　
極
と
無
極
而
太
極
の
い
ず
れ
か
も
理
気
漢
説
だ
と
説
明
が
が
ら
り

　
と
変
っ
て
く
る
」
と
い
い
、
「
日
頃
か
ら
「
定
見
」
を
持
す
る
こ
と

　
の
必
要
を
強
調
し
て
已
ま
な
か
っ
た
直
方
に
と
し
て
は
、
甚
だ
珍

　
し
い
揺
れ
方
だ
」
と
も
い
う
（
前
掲
書
、
八
八
㌔
八
九
頁
）
。
論

　
者
は
直
方
の
考
え
方
が
生
涯
に
亘
っ
て
変
わ
っ
た
と
い
う
よ
り
、

　
た
だ
の
表
現
上
の
問
題
と
し
て
考
え
て
い
る
。

（
9
一
　
「
稜
山
兄
謂
、
太
極
図
説
与
通
書
不
類
。
疑
非
周
子
所
為
。
不

　
然
則
或
是
其
学
未
成
時
所
作
、
不
然
則
或
是
伝
他
人
之
文
、
後
人

　
不
弁
也
」
（
『
陸
象
山
全
集
』
、
十
五
頁
）

（
1
0
）
例
え
ば
、
溝
口
雄
三
、
「
中
国
に
お
け
る
理
気
論
の
成
立
」

　
（
ア
ジ
ア
か
ら
考
え
る
七
『
世
界
像
の
形
成
』
、
溝
口
雄
三
・
浜
下

　
武
志
外
編
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
四
、
一
〇
〇
㌔
一
〇
九
頁
一
。

（
u
）
友
枝
龍
太
郎
、
前
掲
書
、
一
八
三
頁
参
照
。

73



（
1
2
）
阿
部
吉
雄
（
『
日
本
朱
子
学
と
朝
鮮
』
、
東
京
大
学
出
版
会
、

　
一
九
六
五
、
五
二
五
頁
）
、
衣
笠
安
喜
（
『
近
世
儒
学
思
想
史
の
研

　
究
』
、
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
七
六
、
一
〇
一
頁
）
、
田
尻
祐
一

　
郎
（
「
二
つ
の
理
」
、
『
思
想
』
七
六
六
、
一
九
八
八
、
四
二
頁
）

　
な
ど
が
そ
の
代
表
的
な
主
張
。

（
オ
ム
・
ソ
ギ
ン
　
筑
波
大
学
大
学
院
哲
学
・
思
想
研
究
科
在
学
中
）

、
7
4


